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社会の不義を修復する。公正な司法権は、「（責任の）赦免のような行動の実施を妨げ、悪を犯し
たものに自分の罪責への少なくとも一定の代償を負うようにさせ、苦痛を蒙った被害者（生存者）
に、特定の方式によって補償又は賠償を得させるべきであろう36」。公開的な司法裁判において、
侵犯者は罪を自白して、それに相応しい懲罰を受け、被害者は物的・象徴的な資源の補償を受け
る。民主社会における公正な司法権は、侵犯者が陳謝することへの可能性を提供しているととも
に、被害者が侵犯者を寛恕することにも可能性を提供している。これによって、不正義な行為の
修復と公共関係の和解の必要条件を作り上げた。司法権は動態的で制度化された権力である。人
類社会にとって、司法権が存在する意義は、主に社会の不公正を動態的な修復の中に置きながら、
社会の不正義の政治化と拡大を防止するということであろう。
民主は社会の不公正を修復する重要な仕組みである。民主社会は任期によって社会の不公正を
段階的に調整する。民主は平和を志向する政治である、民主は権力の平和的な交代を実現してい
るのみならず、公共政策の調整可能性も実現しており、公共政策に対する調整の漸進性および周
期性を保証している。周知のように、政府は公共政策の決定者でもあれば、執行者でもある。公
共政策は社会の構成員の利益に重要な影響を与えており、政府はしばしば公共政策を利用して社
会利益に関する衝突を調節・制御する。政府は公共政策を利用して一部の人の利益を保護すると
ともに、他の一部の人の利益を抑制する。異なる公共政策は、異なる政治効果を生じ、異なる社
会の構成員の生活の将来に影響を与える。民主は公民参加を強調するという方式によって、公正
な選好を集約するプログラムを作成し、それによって、公共政策への説明義務、および公正を保
証する。しかし、多元的な現代社会においては、異なる公民は異なる利益、および全く異なる選
好を持っており、すべての公民の内的需要を完全に満たすことは不可能であり、すべての公民の
利益に平等に対応することはさらに不可能であろう。実際、民主社会においては、政府が決定し
た公共政策は、しばしば政治的リーダーの政治上の立場および政治上の選好に影響される。民主
社会は、政治的リーダーが持っている政治上の選好の合理性および正当性を否定しているのでな
く、むしろ政治的リーダーが掌握している権力の譲渡不能という性質および政治的リーダーが決
定した公共政策の更改不能という性質を否定しているのである。民主社会が、周期的な政治的リ
ーダーの更迭という方式によって政府に公共政策を適時に調整・完備させ、「絶えずそれを経済、
技術、そして社会の変革に適応させていく37」。民主社会は政治的リーダーの周期的更迭を実現す
る。民主社会の中では、職務を担当する個人の回数は必ず期限付きのものでなければならない。
政治的リーダーの任期に制限を加えなければ、選挙制度はそのあるべき働きを失ってしまうので
ある。民主社会は任期制をによって社会の安定と活力を維持し、政府の公共政策の段階的調整を
実現し、社会利益と社会負担の不合理な配分も是正することができる。民主社会の競争的選挙に
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おいては、異なる候補者は異なる立場を有し、異なる社会集団の利益を代表し、異なる政治上の
選好を持っている。民主社会の選挙の過程は、政治的リーダーを選び出すプロセスであるのみな
らず、異なる政策上の選好が互いに競い合うプロセスでもある。実際、政治的リーダーを選び出
すプロセスは、異なる政策の間で選択を行うプロセスであろう。民主政治の任期制の根本的な目
的は、政府の公共政策の調整可能性を維持し、社会の不公正に段階的修復を加える可能性を保証
することであろう。民主政治の任期制は、終身制が持つある種の合理性を否定する。終身制の制
度配置は、社会の安定にとって有害であるのみならず、社会の不公正の修復にとっても不利であ
ろう。終身制の制度的配置の下では、公共政策は周期的調整を受けることができず、社会の一部
の構成員の利益が尊重されず、不公正な政策の支配および奴隷のような酷使が生じることになっ
てしまう。
要するに、民主は平和的で動態的な社会の不公正を修復する政治的仕組みであり、政策の微調
整のための仕組みでもある。民主は、社会が長く安定するための制度的保障である。しかし、民
主は社会の不公正を修復することの重要性を強調するとはいえ、民主自身が限界を持つものであ
ることを否定することはできない。民主は、すべての政府における不義の行為に対して適切な保
証を与えることができず、さらに政府が社会の不義に対して行った修復はすべて正義に適ったも
のであることもできないし、公民を満足させるものであることもできない。民主が保証できるの
は、以下の点である。すなわち、政府は社会の不義に対する冷淡な態度を長く維持できることは
できないこと、社会の不義に関する無関心は平和な方式によって変革されることである。民主政
治の１つの偉大な貢献は、民主は、社会の公民に政府が社会の不公平を修復できることを信じさ
せ、社会の不義の平和的修復に対して自信を与える。従って、今日においては、民主は、人類の
英知がもたらした１つ発明であり、人類が社会公正を実現するための優れた政治的配慮である。
「人類は、人民の民主を通じてさらに豊かで満足できる生活を作り上げることができるのである38」。
（社会文化科学研究科、比較社会文化学専攻、比較国際法政講座、殷駿訳）
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